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令和
6 年2 月 1日号

七日福市  -多くの人でにぎわいました- 

一
月
七
日
の
七
日
福
市
は
、
市
神

神
社
か
ら
行
在
所
周
辺
で
約
一
万
五

千
人
の
人
出
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

各
ブ
ー
ス
で
、
様
々
な
催
し
が
あ

り
大
盛
況
で
し
た
。 

 

地
元
大
井
町
を
は
じ
め
武
並
や
岩

村
、
山
岡
、
上
矢
作
な
ど
か
ら
お
い

し
い
物
を
集
め
た
食
べ
物
ブ
ー
ス

や
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
並
び
ま
し
た
。 

 
 

 

中
津
高
校
・
中
京
高
校
生
が
縁
日
を
開
き
、

輪
投
げ
コ
ー
ナ
ー
や
く
じ
引
き
、
駄
菓
子
店

を
開
き
ま
し
た
。 

 

行
在
所
で
は
、
恵
那
文
楽
の
人
形
展
示
と

操
作
体
験
、
紙
芝
居
や
大
井
恵
那
峡
と
ん
と

ん
節
の
上
演
な
ど
あ
り
ま
し
た
。 

 

防
災
リ
ー
ダ
ー
会
は 

炊
出
し
訓
練
も
兼
ね
て
、 

お
汁
粉
の
無
料
配
布
を 

し
ま
し
た
。 

 
 

 

大道芸オマールえび 

こども縁日輪投げ 

お汁粉配布 

大井文楽人形操作体験 

大井恵那峡とんとん節 
災害支援募金活動 

mailto:ooijichi@gmail.com
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おおわご遺跡は縄文・弥生・古墳の三時代の遺跡です。 

今回は縄文時代を中心に恵那市内の縄文遺跡を Part１として、次回は弥生時代と

古墳時代のおおわご遺跡を Part２としてご紹介いたします。 

 

 

～縄文時代のおおわご遺跡とその他の恵那市の縄文の遺物を展示～ 

 

 

阿木川ダムの湖底に沈んだ 

古代の複合遺跡 おおわご 

開催期間：現在開催中～ 3 月31 日（日）まで 

場所：中山道大井宿 明治天皇大井行在所（火曜休館） 
   

 

入館無料 

か

わ

ら

ば

ん

応

援

店 

お
お
わ
ご
遺
跡
位
置
図 

【阿木川ダム管理所ホームページより】 
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市民三学大井委員会 読み聞かせ隊 防 災 士 功 労 賞 を 受 賞 
 

同
表
彰
は
、
防
災
士
制
度
を
推
進

す
る
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

日
本
防
災
士
機
構
が
、
防
災
士
と
し

て
の
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
に
大
き

な
功
労
が
あ
っ
た
防
災
士
を
表
彰
す

る
も
の
で
、
毎
年
八
程
度
の
団
体
・
個

人
を
表
彰
し
て
お
り
、
岩
井
さ
ん
は

岐
阜
県
で
は
初
め
て
の
受
賞
者
で

す
。 

  

大
井
町
地
域
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

の
隊
長
岩
井
慶
次
さ
ん
が
、
長
年
の

防
災
に
関
す
る
活
動
が
評
価
さ
れ
、

二
〇
二
三
年
防
災
士
功
労
賞
個
人
の

部
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

岩
井
さ
ん
は
、
県
内
の
小
中
学
校
で

防
災
教
育
を
行
っ
た
り
、
市
内
一
三
地

区
の
防
災
計
画
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。 

 
 

 

一
月
七
日
（
日
）
の
七
日
福
市
で
、

大
井
行
在
所
内
で
紙
芝
居
を
上
演
し

ま
し
た
。 

 

一
月
十
四
日
（
日
）、
飯
地
町
で
、

ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
、
読
み
聞
か
せ

隊
が
今
回
は
じ
め
て
、
紙
芝
居
を
披
露

し
ま
し
た
。 

大
井
町
の
歳
時
記 

一
月
十
四
日
（
日
）
に
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
市
伝
統
芸
能
大
会
で
、
大
井

町
か
ら
三
団
体
（
岡
瀬
沢
浅
間
七
福
万
歳
保

存
会
・
大
井
恵
那
峡
と
ん
と
ん
節
保
存
会
・
大

井
文
楽
保
存
会
）
が
参
加
し
ま
し
た
。 

今
年
は
、
市
制
二
十
周
年
記
念
の
年
で
も

あ
り
、
中
村
い
て
う
さ
ん
演
出
の
演
目
で
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

 
  

  

【浅間七福万歳】 

【大井恵那峡とんとん節】 

【大井文楽】 

恵
那
市
伝
統
芸
能
大
会 

 

 

毎
年
元
旦
零
時

と
共
に
岡
瀬
沢
浅

間
神
社
で
奉
納
さ

れ
る
七
福
万
歳
。 

こ
こ
最
近
ど
ん

ど
焼
き
を
や
る
地

区
も
減
っ
て
き
ま

し
た
。
変
わ
ら
ず
行

っ
て
い
る
地
区
も

あ
り
ま
す
。 

続
け
て
い
け
る

と
良
い
で
す
ね
。 

 
 

 
 

岡瀬沢地区のどんど 野越地区のどんど 
岡瀬沢浅間七福万歳初舞 
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地  区 1 月１日現在 前月比 前 年 
同月比 

大井町人口 12,664 人 8 -108 

世帯数 5,611 世帯 14 60 

高齢化率 30.06％ -0.03％ 0.01% 

市  人口 46,868 人 -80 -696 

世帯数 20,003 世帯 1 143 

高齢化率 36.03% 0.04% 0.27% 

※高齢化率は人口に占める 65歳以上の比率 

 

学

校

通

信 

Vol.41 

 

大
雨
が
降
れ
ば
、
水
が
入
っ
て 

来
て
大
変
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い 

ま
し
た
が
、
今
で
は
、
排
水
施
設 

も
よ
く
な
っ
て
、
雨
水
の
水
捌
け 

も
よ
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 
 

昭
和
十
九
年
十
二
月
七
日
の 

東
南
海
地
震
の
時
に
は
、
土
田
屋 

さ
ん
の
前
の
角
の
と
こ
ろ
か
ら
、
ぼ
こ

ぼ
こ
と
水
が
流
れ
出
て
、
道
は
上 

下
に
う
ね
り
、
歩
く
の
に
大
変
で 

し
た
。
駅
へ
来
て
み
る
と
、
駅
前 

は
足
首
あ
た
り
ま
で
水
浸
し
で
し 

た
。 埋

め
立
て
た
土
地
で
あ
る
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

（
中
山
道
か
た
り
べ
の
会 

 
 

 
 

 
 

 

西
尾 

重
人
） 

  

  

た
。
最
初
に
ペ
ン
ギ
ン
歩
き
、
や
じ
ろ
べ
え
の
動
き
を
教
わ

り
ま
し
た
。
お
ぼ
つ
か
な
い
足
ど
り
だ
っ
た
子
も
、
コ
ツ
が

分
か
る
と
、
段
々
と
上
手
に
な
り
、
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

手
す
り
の
な
い
広
い
リ
ン
ク
に
移
り
、
笑
顔
で
滑
走
し
ま
し

た
。 

 
  

  

 
沼
田
と
よ
ば
れ
膝
あ
た
り
ま
で
足
が

入
っ
て
し
ま
い
、
足
を
抜
く
の
に
大
変

な
田
で
、
歩
く
こ
と
が
出
来
な
い
よ
う

な
土
地
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
深
沼
の
地

名
が
付
け
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

  

深
沼
❘
ふ
か
ぬ
ま
❘ 

大
井
小
学
校
三
年
生
が
ス

ケ
ー
ト
教
室
に
参
加
し
ま
し

た
。
約
五
十
人
の
児
童
の
う

ち
、
大
半
が
初
心
者
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
保
護
者
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
り
、
靴
紐
を
縛
る

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

四
名
の
コ
ー
チ
か
ら
、
靴
の

履
き
方
や
安
全
に
滑
る
た
め

の
ル
ー
ル
を
教
え
て
も
ら
っ

た
後
、
リ
ン
ク
に
向
か
い
ま
し 

 

  

  

東
中
学
校
生
徒
七
日
福
市
で
活
躍 

【恵那駅前（現在の深沼一帯）】 

 

恵
那
東
中
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
七
日
福
市

の
各
ブ
ー
ス
で
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

   

【
募
金
の
呼
び
か
け
】 

【
お
汁
粉
配
布
】 

今
で
は
沼
の

名
残
は
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
現

在
の
恵
那
駅
前

一
帯
で
す
。 

大
き
な
沼
が

あ
っ
た
沼
地
で
、

こ
の
辺
り
は
、
川

の
水
が
集
ま
っ

て
阿
木
川
へ
流

れ
て
い
ま
し
た
。 

  

暦の二十四節気

の立春は 2月 4日です。春のはじまりとは言え一年の内一

番寒さを感じる月です。少しでも暖かくなればと町内を歩

いていると、とても暖かそうなヘアスタイルの彼？彼女？

に出会いました。髪をのばし始めて 4～5 年になるそうで

す。 

寒さ厳しい冬でも緑の髪は 

いきいきして心を温かくして 

くれます。町ゆく人たちに元気 

を与え続けることでしょう。 

-M･H- 

か わ ら ば ん こ ぼ れ 話 

明
治
三
十
五
年
に
中
央
線

が
開
通
し
た
時
は
、
槙
ヶ
根

か
ら
全
体
に
土
地
を
高
く
し

て
、
駅
が
作
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
辺
り
の
土
地
は
、
信

濃
屋
さ
ん
あ
た
り
が
、
元
の

高
さ
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

  

【信濃屋前】 


